
宋
元
版
禅
籍
研
究

(六
)
(椎

名
)

宋

元

版

禅

籍

研

究

(六
)

-

羅
湖
野
録
∵
感
山
雲
臥
紀
談
-

椎

名

宏

雄

大
慧
宗
某

の
法

嗣
、
仲
温
暁
螢

(生
没
年
不
明
)
は
、
晩
年

に
羅
湖

(江
西
省
)
の
附
近
に
居
住
し
て

『
羅
湖
野
録
』
を
撰
し
、
ま
た
、
豊
城

感
山

(
同
省
)
の
雲
臥
庵
に
移

っ
て

『
感
山
雲
臥
紀
談
』
を
著
し
た
。

前
者
に
は
紹
興
二
五
年

(
=

五
五
)
の
自
序

と
同
三
〇
年

の
無
著
妙

穂
尼
に
よ
る
蹟
が
付
さ
れ
、
後
者

に
は
淳
熈
五
年

(
=

七
八
)
以
後

に
成
る

「雲
臥
庵
主
書
」

一
編
が
付
せ
ら
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
右
二
書
の

お
お
よ
そ
の
成
立
時
期
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

両
書

と
も
に
、
宋
代
叢
林
に
お
け
る
紀
潭
や
警
語
を
編
集
し
た
同
傾

向
の
禅
書
で
あ
り
、
わ
が
義
諦
の

『禅
籍
志
』
に
は
、
慧
洪
の

『
林
間

鈴
』
や
大
慧
の

『
宗
門
武
庫
』
な
ど
と
と
も
に
、
宗
門
随
筆
の
部
に
類

別
さ
れ

て
い
る
。
『羅
湖
野
録
』
二
巻
中

に
は
、
上
巻
四
五
点
、
下
巻

四
九
点

の
言
行
が
収
め
ら
れ
、
『雲
臥
紀
談
』
二
巻
中

に
は
、
上
巻
五

二
点
、

下
巻
四
四
点

の
言
行
と
、
前
掲

「
雲
臥
庵

主
書
」
と
を
収
め

る
。
と
も
に
初
刻
以
来
、
前
者
は
お
も
に
大
陸

と
本
邦
に
お
い
て
、
後

者
は
お
も
に
本
邦
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
多

く
の
版
行
を
重
ね
、
末
書

も
す
く
な
か
ら
ず

つ
く
ら
れ
て
い
る
。
か
か
る
傾
向
は
、
両
書
が
禅
門

の
遺
行
逸
事
を
集
め
、
史
伝

の
欠
を
補
う
特
長

を
も

つ
と
と
も
に
、
前

者
は
肩
の
こ
ら
ぬ
野
史
の
一
と
み
な
さ
れ
て
、

『説
邪
』
を
は
じ
め
と

す
る

一
般
叢
書
中
に
収
録
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
り
、
後
者
は
禅
匠
に

よ
る
偶
頗
詩
文

の
往
来
や
法
談
宗
論
が
豊
富

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
と

く
に
わ
が
五
山
以
降
の
叢
林
で
参
究
愛
好
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
、
も
の

が
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

両
書
と
も
、
す
で
に
久
し
く
宋
版

の
伝
本
は
知
ら
れ
ず
、
五
山
版
を

竜

っ
て
現
在
最
古
の
刊
本
と
す
る
。
ま
た
、

各
異
版
の
問
に
、
抄
録
本

を
の
ぞ
い
て
は
、
文
章
語
句
に
増
減
等
が
み
ら
れ
ず
、
異
版
の
テ
キ
ス

ト
研
究
に
と

っ
て
は
、
あ
ま
り
お
も
し
ろ
く
な
い
禅
書

で
は
あ
る
が
、

版
行
が
多
い
の
で
、
以
下
、

一
応

こ
れ
ら
を
古

い
順
に
紹
介
し
、
個
々

の
テ
キ
ス
ト
の
系
統
に

つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
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二

『
羅
湖
野
録
』
は
、
妙
捻
が
付

し
た
紹
興
三
〇
年

(
=

六
〇
)
の

蹟
に
よ
り
、
そ
の
こ
ろ
に
宋
版
(
1
)
の
初
刻
が
な
さ
れ
た
に
相
違
な
い
。

そ
の
体
裁
は
、
嘉
元
ご
ろ

(
一
三
〇
三
)
の
刊
行
と
さ
れ
る
覆
宋
版

で

あ
る
わ
が
五
山
版
(
2
)
が
最
古
の
お
も
か
げ
を
伝
え
て
い
る
。
東
洋
文
庫

所
蔵
の
そ
れ
は
、
上
下
二
巻
の
美
本
で
あ
る
。
同
文
庫
に
は
、
ま
た
こ

の
版
の
後
刷
本
(
3
)も
所
蔵

さ
れ
、
文
亀
元
年

(
一
五
〇
一
)
に
東
白
軒

で
点
了
し
た
識
語
が
み
ら
れ
、
東
福
寺
善
慧
軒
の
旧
蔵
印
も
有
す
る
。

大
陸

で
明
初
に
編
集
さ
れ
た
著
名
な

『
説
郭
』
中
に
、
本
書
が
抄
録

さ
れ
た

こ
と
は
注
目
さ
れ

る
。
今
本

の

『
重
較
説
郭
』
(内
閣
文
庫
蔵
)

易
第
二

一
の
第
二
三
冊
中
の
(
4
)
は
、
序
と
抄
文
三
七
点
か
ら
成
る
。
た

だ
し
、
序
に
は
年
記
が
な
く
、
本
文
は
全
九
四
点
中
、
前
半
の
も
の
を

中
心
と
し
た
三
七
点
を
抄
出
し
、
し
か
も
長
文

の
も
の
は
抄
文

で
あ

る
。
な
お
、
明
代
刊

の

『
唐
宋
叢
書
』
第
三
二
冊
収
録
本
(
8
)
は
、

こ
の

『
重
較
説
郭
』
本
と
版
式

・
行
格
と
も
に
一
致
し
、
明
ら
か
に
(
4
)
を
承

け
る

一
本
で
あ
る
。

南
北
の
明
蔵
に
採
録
さ
れ
ぬ
本
書
が
、
最
初
に
入
蔵
す
る
の
は
、
方

冊
本

の
嘉
興
蔵
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
明
蔵
本

(六
ニ
ー
八
)
(
5
)
は
、

万
暦
二
九
年

(
一
六
〇

一
)
の
刊
行
で
あ
る
が
、
本
文
に
は
前
掲
(
2
)の

五
山
版

に
比
較
し
て
、
若
干
の
異
同
が
み
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
(
5
)

は
(
2
)
の
原
本
で
あ
る
宋
版
を
直
接

に
承
け
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
間
に

異
版
を
径
た
も
の
か
、
ま
た
は
明
蔵
編
集
者
の
整
理
を

へ
た

一
本
と
み

ら
れ
よ
う
。

そ
の
の
ち
間
も
な
く
刊
行
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る

『
宝
顔
堂
続
秘
笈
』

第

一
九
-
二
〇
冊
所
収
本
(
6
)
は
、
陳
継
儒

・
高
承
挺
の
共
校
と
さ
れ
る

四
巻
本
で
あ
る
が
、
本
文
中
に
不
明
の
割
注
文
字
が
あ
る
な
ど
、
け

っ

し
て
善
本
と
は
い
え
ぬ
。
お
そ
ら
く
は
、
良
く
な
い
底
本
に
よ

っ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
宝
顔
堂
と
は
、
陳
継
儒

(
一
五
五
八
-
一
六
三
九
)
の
斎

名
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
蔵
書
の
続
函
で
あ
る

『
陳
眉
公
家
蔵
秘

笈
続
函
』
第

一
六
冊
所
収
本
(
7
)
は
、
明
ら
か
に
(
6
)
を
承
け
な
が
ら
、
右

の
不
明
部
分
な
ど
が
補
訂
さ
れ
て
い
る
。
(
5
)
本
な
ど
に
よ
っ
て
校
訂
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
『
四
庫
全
書
総
目
』

一
四
五
の
子
部
釈
家

類
中
、
漸
江
飽
士
恭
家
蔵
本
と
し
て

『
羅
湖
野
録
』
四
巻
を
所
録
す
る

の
は
、
巻
数
な
ど
か
ら
し
て
、
右
の
(
6
)
か
(
7
)
の
い
ず
れ
か
を
指
す
も
の

で
あ
る
。

さ
て
、
わ
が
江
戸
期
に
は
、
す
く
な
く
と
も
三
本
が
京
都
で
刊
行
さ

れ
て

い
る
。
ま
ず
、
寛
永

一
五
年

(
一
六
一二
八
)
に
風
月
宗
智

が
刊
行

し
た
二
巻
二
冊
本
(
9
)
は
、
序
文
が
み
ら
れ
な

い
。
し
か
し
、
本
文
は
五

山
版
を
底
本
と
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
(
9
)
の
版
木
を
用

い
て
河

南
四
郎
右
衛
門
が
後
刷
し
た

一
本
(
1
0
)

と
、
同
じ
く
京
都

の
藤
屋
三
郎
兵

衛
が
刊
行
し
た

一
本
(
1
1
)

と
を
く
わ
え
て
、

こ
れ
ら
三
本
が
、
い
わ
ゆ
る

の
流
布
本
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
(
1
1
)

の
み
は
目
下
の
と
こ
ろ
、

所
在
が
不
詳
で
あ
る
。

宋
元
版
禅
籍
研
究

(
六
)
(椎

名
)
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宋
元
版
禅
籍
研
究

(
六
)
(椎

名
)

と
こ
ろ

で
、
近
代
に
お
け
る
卍
続
蔵
本

(二
乙
一
五
-
五
)
(
1
2
)

は
、
わ

ず
か
に
五
文
字
に
つ
い
て
の
み
他
本
と
の
校
異
を
注
記
す
る
。

こ
の
校

注
と
、
序
蹟

・
刊
記
等
を
比
較
対
照
の
結
果
、
続
蔵
本
の
底
本
は
、
右

の
流
布
本
や
明
版
で
は
な
く
、
(
2
)の五
山
版
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が

判
明
す
る
。

つ
ま
り
、
(
1
2
)

は
テ
キ
ス
ト
の
資
料

と
し
て
の
価

値
が
高

い
。
な
お
、
大
正
八
年

(
一
九

一
九
)
刊

の

『
国
訳
禅
宗
叢
書
』
第

一

輯
所
収
本
(
1
3
)

は
、
(
9
)
の
寛
永
本
を
底
本
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
刊
時
不
詳
の
上
海
有
正
書
局
刊
行
の
上
中
下
三
巻
本
(
1
4
)

が

あ
る
。
本
書
は
、

一
九
八
〇
年

一
二
月
に
筆
者
が
杭
州
市
の
古
旧
書
店

で
購
め
た
小
冊
で
あ
る
が
、
刊
時
不
詳
な
が
ら
、
民
国
初
年
刊
行
と
み

ら
れ
る
石
版
本
で
あ
る
。
践
を
欠
き
、
三
巻
と
い
う
独
自
な
編
成
が
珍

し
い
が
、
本
文
内
容
か
ら
み
て
、
(
5
)の明
蔵
本
に
近
い
。
お
そ
ら
く
、

(
5
)
を
承
け
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『禅
籍
目
録
』
に
は
金
陵
刻
経
処

刊
行
の

一
冊
本
(
1
5
)

が
所
録
さ
れ
て
い
る
が
、
目
下
そ
の
所
在
が
知
ら
れ

ず
、
右
の
(
1
4
)

の
と
の
関
係
な
ど
も
不
詳

で
あ
る
。

民
国
二
四
年

(
一
九
三
五
)
に
、
か
の

『
叢
書
集
成
』
初
編
史
地
類
、

第
三
三
五
四
冊
に
所
収
さ
れ
る
四
巻
本
(
1
6
)

は
、
前
掲
の
(
6
)
宝
顔
堂
本
を

底
本
と
す

る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
(
6
)の本
文
中
の
無
刻

部
分
が
全
文
印
刻
さ
れ
る
な
ど
、
他
本
に
よ

っ
て
補
訂
し
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ

る
。
さ
ら

に
、
民
国
五
七
年

(
一
九
六
八
)
刊

の
中
華
大
蔵

経
第
二
輯
第
九
六
冊
所
収
本
(
1
7
)

は
、

い
う
ま
で
も
な
く
(
5
)
の
明
蔵
本
の

影
印
で
あ

る
。

以
上
の
ほ
か
に
、
江
戸
初
期

の
筆
写
本

と
し

て
、
(
8
)
林
羅
山

(
一
五

八
三
-
一
六
五
七
)
の
手
稿
本

(
内
閣
文
庫
)

一
冊
、
(
5
)一糸
文
守

(
一
六

〇
八
-
一
六
四
六
)
の
自
筆
本

(
松
ケ
岡
文
庫
)
二
冊
、
(
c
)
陽

の
祖
恩

の
手
沢
本

(筆
者
)
二
冊
、

な
ど
が
あ
る
。
(
b
)
は
未
見

で
あ

る
が
、
(
a
)

と
(
c
)
は
と
も
に
五
山
版
に
も
と
つ
く
謄
写
で
あ
り
、
就
中
、
(
c
)は傍
注

が
詳
細
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
本
は
、
近
世
は
じ
め
に
、
儒
家
禅
門
を
問

わ
ず
、
本
書
が
流
行
し
て
い
た
傾
向
を
示
す
も

の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
『
羅
湖
野
録
』
の
テ
キ
ス
ト
の
系
統
と

し
て
は
、
五
山

版
系
と
明
蔵
本
系
が
二

つ
の
流
れ
を
形
成
す
る
が
、
比
較
的
に
前
者
の

方
が
善
本
系
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

三

『
雲
臥
紀
談
』
の
現
存
I最
古
刊
本
は
、
宋
版
(
1
)
を
覆
刻
す
る
鎌
倉
末

期
刊
と
さ
れ
る
(
2
)
本

と
、
貞
和
二
年

(
一
三
四
六
)
の
刊
記

を
も

つ
(
3
)

本
と
の
各
五
山
版
で
あ
る
。
と
も
に
二
巻
二
冊
本
で
あ
る
が
、
両
者

の

大
き
な
相
違
点
は
、
刊
記
の
有
無

の
ほ
か
に
、
(
3
)
が
有
界
で
(
1
)
は
無
界

の
版
式
、
(
1
)が上
巻
の
首
部
に
序
と

「
雲
臥
庵
主
書
」
が
あ
る
の
に
対

し
て
、
(
2
)
で
は

「雲
臥
庵
主
書
」
が
下
巻
末
尾

に
置

か
れ
て
い
る

こ

と
、
な
ど
で
あ
る
。
大
東
急
文
庫
所
蔵

の
(
1
)
本

は
、
識
語
に
よ
り
、
か

つ
て
安
聖
禅
院

・
東
福
寺
善
慧
軒

・
城
北
聖
寿
寺
、

の
各
寺
に
旧
蔵
さ

れ
て
い
た
変
遷
が
知
ら
れ
る
。

一
方
、
(
1
)は鈴
鹿
の
竜
興
寺
や
穂
久
遍

文
庫
等
の
所
蔵
と
さ
れ
、
い
ま
だ
未
見
で
あ
る
が
、

こ
の
(
1
)
を
寛
永
年
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間

(
一
六
二
四
-
四
四
)
に
覆
刻

し
た
覆

五
山
版
(
5
)(東
洋
文
庫
.
 筆
者

等
)
が
あ

り
、
そ
の
内
容
が
知
ら
れ
る
。

と
も
あ

れ
、
「
雲
臥
庵
主
書
」
を
巻
頭
に
置
く
(
1
)
の
体
裁

が
宋
版

の

原
型
で
あ
り
、
(
1
)
は
こ
れ
を
改
編
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
「書
」

は
、
暁
螢
が
同
門
で
あ
る
径
山
の
遮
庵
宗
演
に
寄
せ
た
長
文
の
書
簡
で

あ
る
が
、

大
半
は

『
大
慧
年
譜
』
の
記
事
の
誤
り
を
訂
正
す
る
文
か
ら

成
る
。
文
中
、
『雲
臥
紀
談
』
に
関
説
し
、
暁
螢
六
八
歳

の
時

の
文
な

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の

「
書
」
は
す
で
に
成

っ
て
い

た

『
雲
臥
紀
談
』
に
付
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
右
の
二
種
の
五
山
版
の
ほ
か

に
、
『
禅
籍
目
録
』
は
も
と
東

大
所
蔵

で
失
わ
れ
て

い
る
嘉
慶
二
年

(
二
二
八
八
)
刊
行

の
五
山
版
(
4
)

を
所
録
す
る
。
他
に
現
存
す
る
か
い
な
か
も
不
明
な

一
本
で
あ
る
。

江
戸
期

に
は
、
前
掲
の
(
4
)
の
ほ
か
に
、
京
都
の
小
川
源
兵
衛
か
ら
(
1
)

の
貞
和
二
年
版
の
後
刷
本
(
6
)
を
刊
行
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本
宗
元
珍

が
注
釈
を
な

し
た

『
雲
臥
紀
談
輯
略
』
四
巻
が
、
享
保
二
年

(
一
七
一

七
)
に
京
都
の
文
台
屋
宇
平
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
輯
略
本
(
7
)

は
、
巻
頭

に
全
巻
内
容

の
目
録
を
備
え
、
柳
枝
軒
や
松
月
堂
で
も
再
三

に
わ
た

っ
て
版
を
重
ね
る
な
ど
、
原
文
だ
け

の
(
5
)
や
(
6
)の
諸
版

よ
り

も
、

は
る
か
に
広
く
派
布
し
た
ら
し
い
。

下

っ
て
近
代

の
活
字
本
と
し

て
は
、
明
治
四
三
年

(
一
九

一
〇
)
刊

行
の
卍
続
蔵

(
二
一
-

一
)
所
収
本
(
8
)と
、
大
正
八
年

(
一
九

一
九
)
刊

行
の

『
国
訳
禅
宗
叢
書
』
第

一
輯
所
収
本
(
9
)
と
が
あ
る
。
(
8
)
は
(
5
)
の
寛

永
本
を
底
本
と
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
(
5
)に
は
み
ら
れ
ぬ
巻
首

の
目
録

が
存
在
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
目
録
の
み
は
(
7
)
の
輯
略
本
か
ら
採

録
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
続
蔵

の
編
者
は
、
便
宜
を
は
か
る
た
め

に
、
か
え

っ
て
原
本
の
体
裁
を
失
わ
さ
せ
て

い
る
好
例

で
あ
る
。

一

方
、
(
9
)の禅
宗
叢
書
本
に
は
底
本
を
(
7
)
と
す
る

こ
と
が
明
記
さ
れ
、
(
7
)

の
輯
略
本
に
よ
る
影
響
の
ほ
ど
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

『輯
略
』
と
と
も
に
、
本
書

の
末
疏
と
し
て
注
意
す
べ
き
も
の
に
、

江
戸
中
期

の
碩
学
、
無
著
道
忠

(
一
六
五
三
-
一
七
四
四
)
の
撰

す
る

『雲
臥
紀
談
対
校
』

一
冊
が
あ
る
。
小
冊
の
草
稿
本
な
が
ら
、

こ
の
書

に
は

『雲
臥
紀
談
』
と

『
羅
湖
野
録
』
中
の
共
通
す
る
本
文
記
事
を
対

校
す
る
部
分
が
、
数
個
所
に
わ
た

っ
て
み
ら
れ

る
点
で
興
味
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『雲
臥
記
談
』
の
テ
キ
ス
ト
と
し

て
は
、
(
3
)の
貞

和
二
年
刊
五
山
版
を
中
心
と
し
た
、
比
較
的
に
単
純
な
系
統
を
形
成
し

て
い
る
。
明
版
系
統
の
刊
本
が
な
く
、
覆
五
山
版
や
後
刷
本
が
江
戸
期

に
刊
行
さ
れ
た
場
合
の
、
禅
籍
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
の
系
統
に
関
す
る

傾
向
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

(系
統
図
と
注
略
)

(駒
沢
大
学
講
師
)
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元
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